














本書は， r 1980年代---190年代のアメリカにおいて， w学校を基礎単位とした教育経営

























































第 1章 1970年代における SBMの法制化と課題
第 1節 フロリダ州の概要
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第 3章 1990年代 SBMにみる校長の新たな役割期待






第 1節 学区の概要および 1990年代 SBMの背景
第 2節 ノミイロットスクールで、の試行過程










第 1節 教員の「エンパワメントj の誘発
第 2節 親・地域住民の参加を奨励するための多次元的関係の形成
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際の基礎理論として用いられたことである。






























f地方学区一専門家j統治モデ、ノレ(1950"-' 1960年代) ， r地方学区一専門家・素人j統治モデ、ル(1960





































るとしづ役害IJ (293頁) ，しかもそれらは f校長自身の価値観と意思を起点、として学校を組織化し
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北神正行:書評 浜田博文 wr学校の自律性j と校長の新たな役害iトアメリカの学校経営改革に学ぶ-~
自体への焦点づけではなく，教員にとっても親や住民にとっても，そして校長にとっても， 自分自
身のリアノレな課題と直結したものであることが必要となる。それが，教授・学習活動そのものであ
り，校長には「マクロな視野と課題意識で学校の現状を捉えながら，時に拡散しがちな当事者間の
コミュニケーションの主題を絶えず教授・学習の問題へと向けることが重要となるJ(303頁)。こ
うした役割の遂行によって，学校当事者間における「共有ビジョンJの形成が可能となると指摘し
ている。ただし，その形成にはさまざまな制約条件もあり，課題も存在するとしている。その課題
をし 1かに乗り越え，克服しながら学校当事者間の「共有ビジョンJが形成されていったか，そこに
どのような支援や条件が必要となったのか，その検証をしていくことが期待される点でもある。
4. まとめ
以上のように，本書ではアメリカにおける SBM施策のもとで，学校の自律性確立に向けた校長
の新たな役割がどのようなものであったかが，詳細な資料の鍛密で丹念な分析と明快な論述によっ
て明らかにされているといえる。本書で示された知見は，わが国における f学校の自律性j確立に
向けた諸施策や公立学校内部における管理運営システムの構築に向けても極めて重要な示唆が示さ
れているといえる。
特に，わが国では学校の自律性確立に向けた課題として校長の裁量権限の拡大という制度上の問
題に多くの論議が展開されており，校長のリーダーシップのもとでの合理的・効率的経営の実現が
政策的にも実態的にも大きなウエイトがかけられている。本書の言葉を借りれば f権威的な経営者j
という側面であり， r校長自身の価値観を起点とする一方的な縦関係の学校組織に基づく jものだと
いえる。そこには， r告lJ度改革の実現jへの対処という観点からの校長の役割認識が存在する。アメ
リカでも SBM導入当初は，そうした認識が支配的であったが， SBMの基本要素としての共同的意
思決定の導入と，学校を改善していくためには関係当事者の双方向的コミュニケーションを促し，
教授・学習活動の質的改善へ向けた同僚同士の協働性を高める「促進的なリーダーjへの役割修正・
変化があったことが明らかにされている。ここに，今後のわが国における f学校の自律性j確立に
向けた公教育統治構造を含めた教育経営システムの制度設計とそこでの校長の役割内容をどう具現
化していくかという問題に研究と実践の両面から取り組んでいく課題が提示されているといえよう。
なお，本書では今後の研究課題として，①本書で明らかにした校長の役割遂行を支援・促進する
ために必要な条件の解明，特に 2001年以降のアメリカの動向分析を踏まえた解明，② f試論jで
示した基本的枠組みによる日本の校長役割の実態分析と校長職の課題の解明，③学校の裁量権限
と共同的意思決定システムにおける参加主体問の責任共有のあり方の解明，を挙げている。その成
果が大いに期待されるところである。
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